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調査期間  調査面積  調査原因  種別  主な時代  

平 29.10.25～平 30.1.15 9.36 ㎡ 学術目的調査 経塚 鎌倉 

主な遺構  主な遺物  

経塚  

銅製経筒蓋・銅製経筒・瓦質土器甕・土師質土器経筒外容器蓋・土師質土器経

筒外容器・鉄製経筒蓋・鉄製釘・須恵器椀  

概 要 

金剛寺本堂裏、寺院敷地より北にあたる金華山(標高 207.6m)の頂上に存在する経塚群よ

り、昭和 37年の発掘調査で 12世紀前半～13世紀前半の経筒等が出土し、約 100年の間に

連綿と経塚が造られていたことが確認された。経塚より出土した遺物は十三重塔と共に、まん

のう町の有形文化財に指定されている。 

本年度の調査は、頂上の第 1 テラスにおいて実施した。経筒外容器上部が露出し、下部が

埋没しているとみられる経塚 1 基を掘削調査し、経筒が埋納された状態の石室を確認した。  
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